「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第６回全体統括部会　摘録（案）
１　日　時：平成２３年３月２日（水）１４：３０～１６：１５
２　場　所：みやこめっせ　大会議室
３　参加者：（全体統括部会）：西岡議長，丸橋，藤本（代理:岡田），長谷川，塚原，藤田，岡本，橋本，浅野
　　　　　 （妊娠期乳幼児期部会）：飯吉部会長，中江（代理：内山），山内，油谷，稲葉，平野，森元，木村，布野，黒﨑

　　　　　 （学童期思春期部会）：國重，片岡，森，大畑，藤田，辻野，土肥，砂田，古田，瀬戸，門間，冨田
　　　　　 （プロジェクト会議事務局）：山下（代理：東），濱頭（代理：有本），
宮本，中村

　　　　　　（順不同・敬称略）
４　次　第：（１）開会挨拶

（２）配布資料の説明

（３）プログラム策定後の取組状況
　　　　　　　　　①各部会からの報告
　　　　　　　　　②全体の実施状況及びアンケート
　　　　　　（４）今後の予定

　　　　　　　　　①親支援プログラムの展開
　　　　　　　　　②青少年のための親学習プログラム

　　　　　  （５）閉会挨拶
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１　開会挨拶（西岡議長）

「ほっこり 子育て ひろば」の名前がこの１年でだいぶ浸透し，様々な場で実施いただいていることを嬉しく思う。

昨年の３月以来の会議であるので，策定後の取組を報告いただき，それについてのご意見や今後の展開についての議論をいただきたい。
　
２　配布資料等の説明（事務局）

事務局から新委員の紹介，会議の進行及び配布資料等について説明。
３　各部会からの報告

＜妊娠期乳幼児期部会＞

（事務局より資料２をもとに説明）
　今年度５月から「ほっこり子育てひろば」の実施について，各施設の団体に働きかけ，それぞれで取り組んでいただいている。２月末時点で１４９回開催し，１,８２８名の方に参加いただいた。参加人数も多い所では５０名を超えるなど，相当なバラつきがあるが，２０名までの参加者による実施が多い。実施方法については，新規事業よりも既存事業での実施が多かった。これは想定どおりである。全体としては，プログラムの内容を一部変更した例が多いが，プログラムどおりの実施も多く，託児ありでの実施も３ヶ所あった。各施設からの報告書の記述を見ると，支援者を複数で実施しているのは１０件のみで，後は１名での実施であった。こどもみらい館では複数の集団を作って話し合いをする場合は，１グループに対して１名の割合の職員を配置して実施した。グループ内の話し合いの進行を参加者に委ねることは難しかった。また，子どもが一緒に参加している場合は，話し合いを重視すると子どもの対応をするサポート役の職員が必要になることもあった。こどもみらい館の事例によれば年齢の絞込みが有効だが，実際には絞り込むことは困難に思う。託児の有無，年齢層の絞込みの程度，支援者数のいずれの条件の違いも達成状況に大きな影響も及んでいないのは工夫をしていただいたお陰と考えている。

こどもみらい館の「ほっこり子育てひろば」は，０～１歳までは非常に人気があり，募集即満杯。２歳では応募のスピードが緩やかで３～５歳では悪戦苦闘している。５歳だけを対象にしたところ，他の年齢の場合以上に広報に力を入れたが，応募は０だった。就園児と未就園児では，そのニーズに顕著な違いがあった。
　実施機関の実施率に差があるので，各団体にいろいろな形で呼びかけ，実施を働きかけていく。
（委員からの意見）

委員：プログラム通りにいかずに悩むこともある。また，プログラムの変更は不可だと思っている保育園もある。
委員：保育園連盟でも研修会を行ったり，委員会で議論をしたりしているが，プログラムに対する理解の深まりはまだ少ないと感じる。来年度はもっと取り組んでいきたい。

事務局：園の事情や支援者の状況もあるので，このままのプログラムを使った新規の事業ではなく，既存の事業の中にこのプログラムのエッセンスを取り入れ有効に活用して欲しい。

委員：児童館全体での実施が少ないが，報告書が提出されていない分もあるようだ。
　　　当児童館では，産婦人科や保健センターに協力を依頼して案内を配布し，妊娠中の方を対象とした講座を行った。参加者からは出産後の話を聞けてよかったという声を聞いたり，その後，出産の報告をいただいたりした。

議長：他の機関と連携して取組を進めているよい事例の報告をいただいた。こういった連携は大切で，各地域で連携して取り組んでいけるとよい。

委員：民間保育園でも報告書が提出されていない分があるようだ。

　　　また，こういった場に参加しない保護者への働きかけも行っていきたい。
事務局：プログラム通りの実施でないと報告書を提出できないと考えている機関もあるようなので，プログラムを変更しての実施も可能であることをしっかりと伝えていきたい。
議長：プログラムの変更や実施報告の仕方等について，実施機関にとって分りやすいように工夫していただきたい。

　　　
＜学童期思春期部会＞
（事務局より資料３，４をもとに説明）
小・中学校等での実施に向けて，進行役となる支援者の養成が急務であったため，６月に全５回の支援者養成講座を行った。支援者の心構えや知識・技術等を，体験や模擬実践を交えながら学んだ７７名の方を支援者として認定し，現在，活動いただいている。　

今年度は１年目ということもあり，支援者と生涯学習部の担当主事が事前に詳細な打ち合わせを行い，当日も実施機関へ共に出向いて活動している。また，支援者同士の学びのために，他の支援者の活動見学や，実施後の反省会を持つようにしている。さらに，「ほっこり子育てひろばニュース」を発行し，情報提供を行うとともに活動の改善につなげており，現在，１０号まで発行している。
　プログラムは９０分設定で，２０～３０人の参加者を想定して作成しているが，実際に
は６０分での実施希望があったり，６０人を超える参加者があったりと様々である。そこで，自分なりの進行案を作成して臨んだり，補助者を付けるなどの工夫をしている。

実施においては，参加者の緊張をほぐすために，アイスブレイク（簡単なゲームや自
己紹介）をしてから話し合いに入っている。最初は堅い表情をしていた参加者もプログラムが進むにつれ，笑顔を見せながら話を弾ませており，「普段の会話では，１つのテーマについて保護者同士でじっくりと話をすることがないので，参加して色々な考えを聞けてよかった」「悩んだり不安に思うことがあるのは，自分だけではないと分って安心した」といった声が多く聞かれ，プログラムの意義や手ごたえを感じている。
今年度は，３月末までの予定を入れて，小学校を中心に約６０回実施し，２月末の参加者数は１，３２１人となっている。

今後の課題としては，中学校での実施拡大，支援者の力量アップ，実施までの流れの簡略化，プログラムの修正等に取り組んでいきたい。
（委員からの意見）
委員：当会でも支援者養成講座を受講し，活動しているが，支援者自身もやる楽しさや参
加者の力を感じ，また参加者から学ぶことも多く，みんな一生懸命に取り組んでい
る。実施後のアンケートから，参加者にとってよい場になったようで，支援者とし
て安心するとともに，プログラムの必要性を感じている。

　　　　また，「ほっこり子育てひろばニュース」の発行により，他の支援者の活動の様

　　　子や情報を提供してもらえ，自身の活動の参考にもなるし，励みにもなっている。　
今後はプログラムの改定を考えていくことも必要だと感じている。

委員：当児童館の職員も支援者養成講座を受講し，児童館での実施の際には支援者として
活動している。

議長：実りのある養成講座だったようだが，来年度も引き続き新規の養成を行うのか。
事務局：来年度，実施が増えたとしても，７７名の支援者がいるので当面は追加の養成はせずに，スキルアップにつながる講座を持ちたいと考えている。

＜全体の実施状況＞
事務局より資料５，６をもとに，実施状況やアンケート結果について報告。
議長：妊娠期乳幼児期と学童期思春期では，母数に大きな差があるのはなぜか。
事務局：妊娠期乳幼児期では，実施機関に報告書の提出はお願いしているものの，アンケートの提出までは求めていないため，事務局で全てのアンケート結果を把握できていない。アンケートを提出いただいた数か所とこどもみらい館での実施分のみとなっているので，母数が少ない状況である。

議長：母数ややり方が大きく違うようなので，妊娠期乳幼児期と学童期思春期では，アンケートを分けて示すほうがよい。

また，先ほど油谷委員の話にもあった，参加してほしい保護者に参加してもらうためのよい方法はないだろうか。

委員：鏡山小学校では，就学前の入学体験を活用して「ほっこり子育てひろば」を実施し
たので，大変多くの保護者の方に体験していただくよい機会となった。

委員：最近は共働き家庭が多く，働いていると地域での子育て支援の場を知らなかったり，

参加したくても平日の開催だと参加できないといった状況がある。身近なところで

土日にも開催できる環境づくりが大切。

議長：土日に開催している事例はあるのか。
委員：学校を会場に，今年度は数回だが，土日の開催も行った。ただ，土日だからといって参加人数が大きく増えるといったことはなかった。

事務局：保育所では土曜日の実施もある。こどもみらい館でも別の事業で土日に実施しているものもあるが，土日だからといって参加者が多いわけではない。ただ父親の参加があったりと参加者層は変わる。

事務局：企業での研修にも活用いただけないだろうか。
委員：持ち帰って検討したい。

４　今後の予定
＜親支援プログラムの展開＞
来年度はプログラムの改定は行わず，実施拡大しながら修正・追加を検討してはどうかと考えている。

また，来年度は３００回の実施を目標に，関係機関等への働きかけを更に進めていきたい。委員の皆様にも各団体等での実施を検討いただければありがたい。

＜青少年のための親学習プログラム＞
事務局より資料７をもとに，中高生を中心とした青少年のための親学習プログラムの策定
について提案。
（委員からの意見）

委員：日本の性教育は先進国の中では遅れていると感じている。青少年向けのプログラムを作るのであれば，専門家も入れて，しっかりと腰を据えて取り組んでもらいたい。
委員：青少年のためのプログラムの策定については賛成する。児童館では平成１４年度より実施児童館を指定して「中高生と赤ちゃんのふれあい交流事業」を実施してきており，本プログラム策定にあたってはパイロット的な役割が果たせると考えている。参加した中高生からは赤ちゃんとのふれあい体験を通じて，赤ちゃんのあたたかさを感じると同時に，自分の親への思いを考え直す機会にもなっている。青少年部会を設置するのであれば，積極的にかかわっていきたいと思う。

委員：性教育には色々なとらえ方がある。助産師会では，希望する学校を対象に助産師を派遣して，生まれてくることの素晴らしさを通して，「こうして生まれてきているあなたはすごい」という思いを伝えている。たくさんの子どもにそうした思いや親の気持ちを伝えていきたい。
委員：当児童館でも近隣の中学校の生徒と赤ちゃんとその親との交流事業を行っている。
出産に関する話について，照れくさいけど知りたいと思っている中学生へ，どのように伝えていくかが難しいけれど大事なこと。
議長：青少年のためのプログラムを策定することは，委員の皆さんも異議なしということなので，進めていきたい。策定にあたっては，意見を参考に進めていただきたい。
５　閉会挨拶（浅野こどもみらい館長）
　本日，各関係団体から，報告いただいた実施状況のように各所で何度でも実施していただくなど，皆様に精力的に取り組んでいただき感謝している。参加された保護者のアンケートを見ても，このような話し合い型のプログラムのニーズが非常に高いことを改めて再認識した。本プログラムが果たす役割がたいへん大きいと思われるが，多くの保護者に参加していただかないと折角のプログラムの意味がない。もっと様々な地域や企業内などの場所で，京都市全体の取組として広げていっていただきたい。京都市では，毎年１万人強の赤ちゃんが生まれている。このプログラムをもっと多くの保護者に体験いただくには，ここにおられる皆様の協力が必要である。保護者の方が気軽に参加できるよう課題の消化，内容の充実，実施場所の拡大とＰＲに取り組んでいきたいと考えている。
　最後に，２３年度からは「これから親になる青少年向けのプログラム」の開発について検討する。これについても，ここにおられる皆様のお知恵・ご意見を期待している。今後とも，この事業全体へのご支援とご協力をお願いしたい。
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